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ま え が き

　社会が急激に変化し平穏無事とはいかない時代の中で、子どもたちはストレスにさ

らされ、心の痛みを訴えています。このため、学校現場では、いじめや不登校をはじ

めとして、子どもたちの深刻な適応上の問題を扱うことが多くなっています。本冊子

は、子どもたち自身がこうした状況を生き抜き、日常生活の中で出会うつらさや悲し

みと向き合い、人間として成長していくための支援について、主に学級・ホームルー

ム担任のかかわり方に焦点をあてて述べたものです。

　心の痛みや悲しみに直面するのは、とてもつらくて苦しいことです。しかし、そう

いう苦痛にある程度耐えて、それを抱えながら乗り越えていく力を備えていることが、

生きていく上で大切なのではないでしょうか。そこでつらさや、悲しみを抱えながら

もくじけない心や強い心を育てるために、教師の立場でどのようなかかわり方ができ

るのか、「寄り添う」という言葉をキーワードとして事例をもとに考察しました。

　当センターでは、先生方が学級経営や教育相談を行う上で参考としていただけるよ

うに、「学級・ホームルーム担任のための教育相談」を発行してきました。先生方が

子どもたちとの日頃のかかわり方を考える際に、本冊子が一つの視座を提供し、少し

でもお役に立つことができましたら幸甚です。

　　平成21年３月

栃木県総合教育センター所長

鈴　木　健　一　　
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１　子どものつらさや悲しみとは

　子どもは、いじめや不登校、進路についてな

ど、様々な悩みを抱えて教育相談にやってきま

す。このままではよくないとわかっていても、ど

うすることもできないばかりか、親や教師との関

係もうまくいかなくなっていることも少なくあり

ません。子どもたちが、自分の気持ちを整理でき

ず、落ち込んだり、誰かを責めたり、焦ったりを

繰り返している姿を見る度に、これが、自分に起

こった出来事を自分だけでは抱えきれなくなり、

つらさや悲しみを感じている状態なのではないか

と思うのです。そして、話をしていく中で少しず

つ落ち着いていき、自分なりに頑張ってみようと

決心をして、相談を終わりにしていくのです。こ

ういう時、子どもは、必ずしもつらさや悲しみが

消えてすっきりしたから相談を終わりにしたとい

うわけではありません。むしろ、つらさや悲しみ

や不安がどういうものであるかがわかり、解決は

していないにしても、自分なりに抱えていける、

または、抱えていかなくてはならないことを自覚

した時に、一区切りをつけるのではないかと思わ

れます。このような子どもに出会うと、自分では

どうしようもないことを抱えながら生きていかな

ければならないことが人にはある、と実感せざる

を得ません。

（1）気持ちを抱えきれない子ども

　核家族化や少子化は、親子関係に変化をもた

らしたと考えられます。核家族化により、複雑

な人間関係の軋轢を味わうことが少なくなり、

親の過保護、過干渉は、親子の濃密な相互関係

を生みました。これが、子どもの忍耐力や自立

心の育みを妨げることにつながっているのでは

ないかといわれています。こう述べると、親子

の絆が強くなった印象を与えますが、一方で、

本来、しっかりと親子の絆が築かれるべき時期

に、親から離れざるを得ない状況にあったり、

親から十分な養育を受けられなかったりとい

う、早すぎる自立を迫られる場合もあります。

このように育った場合、子どもの心の中に空虚

感や不満足感を残すことになり、自分を支える

自信が育ちにくくなるといわれています。

　このような親子関係の中で育ってきた子ども

が、抱えきれなくなったつらさや悲しみを自分

一人で解決していくのは大変なことであると予

想がつきます。

（2）子どもの気持ちを抱えきれない大人

　現代の社会は、膨大な情報を迅速に処理し、

成果を上げることが求められています。この中

で生きていかなければならない大人たちには、

子どもとしっかり向き合い、受けとめる時間や

気持ちのゆとりがなくなってきているのではな

いでしょうか。ですから、子どものつらいこと

悲しいことを聞かされると、自分も不安や不快

になり、それを受けとめきれず、つい、「自分

で考えなさい」「そんなこと、まだ気にしてい

るの」「それくらい我慢しなさい」「自分で乗

り越えることでしょ」などと言って、片付けて

しまうことが多くなっているのではないでしょ

うか。落ち込んでしょげていることよりも、す

ぐに行動の変化を求め、立ち直っていくことを

要求するのです。すると子どもは、今自分が感

じているつらい気持ちや悲しい気持ちは、感じ

てはいけないものと捉え、それを感じている自

分は情けない人間に思われてしまっているので

はないかと、余計に落ち込んだり不安になった

りしていきます。

　自分のつらさや悲しみを抱えきれない子ども

が、身近にいる大人に助けを求めても、その大

人も子どもの気持ちを受けとめられない状況に

あるとすれば、子どもは当然「守られている」

実感を持てず、孤独感や閉塞感を強めていって

しまうことになるのです。

  人がつらさや悲しみに向き合う時、自分を支

える自信と、自分を守ってくれる人がいるとい

う実感が、力になることは言うまでもありませ

ん。そこで、担任として子どもにかかわってい

る私たちにできることは何なのかを考えていき

たいと思います。
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（3）子どものつらさや悲しみとは

　子どもが抱えているつらさや悲しみとは、ど

んなものなのでしょうか。

　ある女子中学生は、小学校高学年の時に信頼

していた友達から突然無視され、他の友達から

もそれに同調するような態度をとられたことが

きっかけで不登校になりました。その子が回復

していく過程で感じていたことは、自分が受け

た理不尽と思われる行為に対する怒りであり、

それに負けてしまったのではないかという自分

自身への情けなさであったといいます。また、

一方で、そうされるには自分に落ち度があるの

ではないかという自責の念と、心配をかけてい

る親への申し訳ないという思いでどうしようも

なかったようです。そして、再び学校に行こう

とした時に、どうしても怖くて動けない自分に

不安を感じたというのです。このように、きっ

かけとなった出来事は一つでも、そこから湧き

起こる感情は実に様々です。そして、どれ一つ

とっても「いい」「悪い」では片付けられない

ものではないでしょ うか。これらの感情は同時

期に表れるものであったり、時の経過によって

変化するものであったりします。

　ここでは、この中学生が感じたような怒りや

情けなさ、自責の念や申し訳なさなどの感情を

「つらさや悲しみ」ととらえました。このよう

な感情は、強く心を寄せる何かを失った時に味

わうことが多いといわれています。前述の中学

生を例にとって考えると、信頼していた友達に

裏切られたという喪失感や、学校に行けなくな

った自分自身へのイメージの喪失感が、これに

当たるのではないかと考えられます。

　このように、子どもが愛着や依存する対象を

何らかの理由で失うことを「対象喪失」といい

ます。そして、子どもが示す様々な行動や症状

の背景には、何らかの対象喪失が認められると

いわれています。

コラム１　対象喪失について

　対象喪失とは、自分が一体感を持っていた

親しい人、慣れ親しんだ環境、特定の環境の

中で身につけた役割や生活様式など、愛情や

依存の対象を失う体験をいいます。このよう

な精神的ストレスによってパニック状態に

なったり、持続的な悲しみの状態に陥ったり

します。

　子どもの対象喪失には次のようなものがあ

ります。

①親密感や一体感を抱いていた「人物」の喪

　失。家族や親しい友人との死別や離別、失

　恋など。

②かわいがっていた「動物」や使いなじんで

　いた「物」の喪失。ペットの死、ぬいぐる

　みやおもちゃの紛失など。 

③慣れ親しんだ「環境」の喪失。転校や進学

　により、住み慣れた環境の構造や生活様式、

　自然の風物を失う体験など。  

④自分の「身体」の一部の喪失。病気や事故

　により、身体の一部が傷ついたり、喪失し

　たり、その機能を失ったりする体験など。

⑤「目標」や自分の描く「イメージ」の喪失。

　その学校に憧れて入学したものの、いざ学

　校生活が始まると幻滅してしまう体験など。

　①②③は、いずれも自分の心の外にある人

物や環境が実際に失われる体験です。子ども

は母親などの養育者をはじめとして身近な対

象に対して強い愛着を示しやすく、それらを

失うとき、大人よりも精神的混乱が大きいと

いわれています。            

　④は、自己の最も大切な依存の対象を失う

体験であり、その結果ハンディキャップを克

服して生きることが人生の課題となります。 

　⑤は、その子どもの心の中だけで起こる、

内的な対象喪失です。子どもは何かに夢中に

なったり、一所懸命がんばったりするときが

あります。そういうときというのは、理想化

が大きくなり、ある種の錯覚をもっているた

め、その分幻滅したときの痛手が大きくなり

ます。 

　子どもは言語力が乏しいため、対象喪失に

よる反応は問題行動や身体症状として現れま

す。精神的混乱を鎮めながら、愛情・依存の

対象を失った悲しみに寄り添うことが、援助

者としての教師に求められます。
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（4） 子どものつらさや悲しみに寄り添うとは

　子どもが出会ったつらさや悲しみを受けとめ

きれない場合、不登校になったり、人や物に当

たったり、自分が傷つかないように都合よく思

いこんだり、気持ちが揺れないように葛藤その

ものを避けてしまったりすることがあります。

これらは、学校において、子どもの気になる行

動として現れてきます。　

　子どもがつらさや悲しみと向き合うために

は、自分が愛されているとか、存在を認められ

ているとか、守られているというような安心感

が、子どもの気持ちの根底に根付いていること

が必要なのではないかと考えています。そのよ

うな気持ちになるためには、寄り添ってくれる

大人の存在が不可欠です。では、どうすること

が「寄り添う」ことになるのでしょうか。

　「子どもの気持ちを受けとめ、一緒に考え

る」これが、子どものつらさや悲しみに寄り添

う基本姿勢と考えました。これについて、もう

少し詳しく述べていきたいと思います。

①子どもの気持ちを受けとめる

　子どもの気持ちを受けとめることは、簡単

なようで、実は難しいことです。

  大人は、子どものつらい気持ち、悲しい気

持ちを聞き、「わかったよ」とは言っても、

すぐに「でも、頑張ろう」というメッセージ

を出してしまうことが多いのではないでしょ

うか。担任や保護者は、子どもの気持ちを理

解したいと思っているのです。しかし、この

ままでは仕方がない、前向きに生きていかな

ければ何も変わらないという心配や焦りがど

うしても強くなってしまうため、励まして、

すぐに結論を求めてしまうのではないでしょ

うか。これでは、子どもには、分かってもら

えたという実感は生まれないかもしれません。

　では、子どもの気持ちを受けとめるために

は、どうしたらよいのでしょうか。それには、

子どもがつらさや悲しみを感じた時、その気

持ちの変化はあるプロセスをたどる、という

ことを理解しておくとよいのではないかと思

います。その気持ちの変化を知る手がかりと

して「悲哀のプロセス」があります。このプ

ロセスを手がかりに子どもにかかわることが、

子どもの今の気持ちを受けとめる時に役に立

つのではないでしょうか。そうすれば、すぐ

に変化や回復を求めることをせず、葛藤しな

がらも多少冷静な目を持って、安定したかか

わりができるのではないかと考えられます。

　もちろん、励ますと、すぐに頑張ろうとす

る子どもはいるでしょう。しかし、受けたつ

らさや悲しみの度合いによっては、動けない

場合も多いのです。そういう時は、子どもの

気持ちをしっかり聴こう、受けとめよう、わ

かろう、とすることに力を注いでみてはどう

でしょうか。このような「あなたの気持ちを

わかりたい」と思うこちらの気持ちが、子ど

もに安心感を生み、次第に自分の気持ちを語

っていくことになります。そして「子ども自

身の語り」は気持ちの表出だけでなく、自分

のつらさや悲しみを様々な角度から見つめ、

整理し、向き合っていくことに繋がっていく

と思うのです。自分が何に対してどんな感情

を抱いているのか、それと向き合っていくの

は不安だけれどどう考えていけばよいのか、

どんな手助けをしてほしいのかなど、冷静に

自分自身を見つめることができるようになる

と、動き出すきっかけを徐々につかんでいく

ことにもなるのです。

②一緒に考える

　自分のつらさや悲しみを聴いてもらえるこ

とで、気持ちが軽くなることがあります。し

かし、それだけではなく、自分がとらわれて

いてかえって自分を苦しくしてきた考え方に

気づき、何とかしたいと思い始めるきっかけ

になることもあります。こういう時に、一緒

に考えてくれる人がいるということが大切な

のです。

　「一緒に考える」といっても、「アドバイ

スする」のではなく、考える主体はあくまで

も「子ども」にあるということを忘れてはな

らないのだと思います。結論の出ないかのよ

うな葛藤に付き合うことがあったり、考え方
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（5） 事例について

　それでは、具体的に子どものつらさや悲し

みにどう寄り添ったらよいのでしょうか。そ

のつらさや悲しみを子どもが受け取った度合い

や、子どもの背景にあることなどで、寄り添い

方が違ってきます。ですから、こういう場合に

はこういう寄り添い方がよいでしょうというこ

とは難しいのが現実です。そこで、事例を通し

て、どう寄り添うことができるのかを考えてい

きたいと思います。

　事例の内容としては、「コラム１　対象喪

失」の中に書かれている①「人物」の喪失、③

「環境」の喪失、⑤「目標」や自分の描く「イ

メージ」の喪失に関係する事例を挙げてみまし

た。また、子どもの援助者としての保護者を支

える事例も加えました。

　最愛のものを失うことはつらくて悲しいこと

です。とりわけ「最愛の人」との別れはその子

どもの人生にとって大変なできごとですが、こ

こでは「死」に関することは取り上げませんで

した。

　事例の書き方については、まず、本人の状況

を説明し、次に、その時の本人の気持ちをどう

とらえるか、そして、最後に担任としてどう寄

り添うかを考えていきたいと思います。

の過程を提示することがあったり、具体的な

方法の選択肢を用意することがあったりと、

対応は様々だとは思いますが、こちら側が

「これが正解」「こうなることがこの子にと

ってよいこと」と決めつけてかからないこと

が大切だと思います。本人が求めることは提

供しても、先走ってお膳立てをしないのです。

大切なのは、苦しくても子ども自身が答えを

出せるように、自分で決められるように、私

たちはその傍にいて、子どもを見守ることが

大切なのです。

　このように「寄り添う」ことで、子どもが

「守られている」という安心感を感じ、つら

さや悲しみと向き合うことができるようにな

るのではないかと考えました。「守られてい

る」という安心感といっても、簡単に子ども

の心に根付くはずはありませんが、担任とし

て、子どもを見守る温かなまなざしの一つに

なりたいと思うのです。

　しかし、寄り添うことによって、つらさや

悲しみがきれいになくなるとは考えていませ

ん。つらさや悲しみは、できれば感じないで

すむ方がよいことなのかもしれません。です

から、いつまでもそこにとらわれず、「前向

きに」「ポジティブに」頑張っていくことが

よいこととされるのもわかるような気がしま

す。しかし、つらさや悲しみと出会わずに生

きていくことは不可能でしょう。その時に、

その気持ちに蓋をして乗り越えたかのように

するのではなく、むしろ、向き合って、抱え

ながらも生きていけることが求められること

なのでしょう。

　子どもが、自分の気持ちとしっかりと向き

合うことができ、落ち込んだり、怒りを感じ

たりする段階を経て回復に向かっていけるよ

う、いつも傍にいて、寄り添っていくことが

子どもにとって力となるのではないでしょう

か。
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コラム２　悲哀のプロセス

　愛情・依存の対象を失ったとき、まず、対象を失ったことがストレスとなって急性の情緒的混乱

が起こり、その後で、対象を失ったことに対する持続的な「悲哀のプロセス」をたどっていくとい

われています。 

　情緒的混乱は、悲しむという心の営みが現れる一つ前の段階の状態であり、呆然自失としていた

り、我を忘れていたりして、目の前のことで精一杯の状態です。この状態の時、衣食住を回復させ

るなど、安全・安心を確保することが大切になります。やがて、心にゆとりができてくると、しだ

いに悲哀の感情が回復し、「悲哀のプロセス」をたどるようになります。

　「悲哀のプロセス」は、大まかに分けてみると次のような３段階に整理できます。  

①「抗議・否認」の段階

　自分が対象を失ったことを納得しないで無視してしまったり、あたかも失った対象がそのまま

存在しているかのように否認したままの状態で暮らす段階をいいます。この段階では、たとえば

大切な家族を失った子どもが、夕方になると決まって玄関の外に出てその家族の帰りを待つと

いったことが起こります。もうその家族はいないのに、子どもの心の中には存在していて、ほん

とうにいなくなったということを認めていないのです。抗議・否認の時期は一定期間続きますが、

かなり根気よく付き合ってあげることが、援助者の大切な仕事になります。 

②「絶望・断念」の段階

　ある時期にくると、事実に落胆し、自分のあらゆる試みが無駄であることを悟り、自分の喪失

を受け入れるようになります。これが絶望・断念の段階で、深刻な悲嘆と抑うつ状態に落ち込む

ことがあります。このとき、決して抑うつ状態を避けないで、その中に自分の心を置き、耐える

ことで、新しいものがそこから再生したり、生まれ変わったりします。援助者はこのことを十分

に認識し、心に寄り添うことが大切です。 

③「離脱・再建」の段階

　最後に、失ったことから離脱して、次の対象世界を求めることになります。それにより、悲し

みを乗り越え、より成熟した人間へと成長することができます。              

　愛情や依存の対象との関係は、いつも愛し合ったり、頼り合ったりする関係だけとは限りませ

ん。愛と憎しみが交錯する関係であることもあります。このため、「抗議・否認」 から「絶望・

断念」にかけて否定的な心理が起こってくることがあります。たとえば、「あのときに自分がこう

してあげればよかった」とか「申し訳ない」といった罪の意識や罪悪感が起こってくることがあり

ます。また、「私が大切な対象（人、物など）を失うのは誰それのせいだ」といって責める気持ち

も起こってきます。時には、自分を責める気持ちが高まり、それに耐え切れなくなって、他者のせ

いにして責任転嫁をはかるという心理も出てきます。 

　「命日反応」という悲哀もあります。たとえば、ある家族の一周忌の時に、その家族との思い出

が再現されて心の状態が悪くなったりすることなどが命日反応です。そのときは、その家族に対す

る悔やみの気持ちを丁寧に整理していくことが必要となります。 

　以上のように、「悲哀のプロセス」においては、罪とか、償いとか、怨みとか、悔やみなどの否

定的な心理が生じます。悲しむという心のプロセスを営むには、それを助ける援助者が必要となり

ますが、援助者には否定的な心理にもしっかりと付き合っていく覚悟が求められます。 
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２　子どもたちの実際

（1）友人関係における孤立感

○中学校１年女子Ａ

　ＡとＢとは幼稚園の時から仲が良かった。二

人は中学校に入っても同じクラスになり、吹奏

楽部に入部した。Ｃは他の小学校出身ではあっ

たが、席がＢの近くであったことや吹奏楽部に

入ったということもあり、３人は次第に仲良く

なっていった。

　７月に、担当楽器が決まり、３人は同じ楽器

になった。そのことを３人はとても喜んだ。夏

休み中も、部活動に行ったり、買い物に行った

りするなど常に一緒だった。練習は主にパート

ごとに行われ、Ａ、Ｂ、Ｃそして２年生の先輩

の４人がローテーションを組み練習をしていた。

しかし、先輩がＡとの練習を望んだため、Ａは、

ＢとＣと一緒に練習することがほとんどできな

くなっていった。最初は、ＢやＣと練習できな

いことに対してあまり気にはしていなかったが、

ある日、ＢがＣと親しそうに話をしながら、楽

しく練習している様子が目に入った時、二人の

親しげな様子にとまどいと切なさを感じた。そ

して、ＢをＣにとられてしまったという焦りが

不安をかき立て、胸が締めつけられた。同時に

Ｂに対しての怒りもこみ上げてきた。それから

というもの、二人の様子が気になり、一人だけ

取り残されていくような気がして練習に身が入

らなくなっていった。そして３人で練習をした

り、部活やクラスの話をしたりしていても、以

前ほど楽しいと感じなくなっていった。それど

ころか、無理に話をあわせたり、笑ったりして

る自分がいるのを意識していた。次第にＢとＣ

の話に入っていくことができなくなり、自分か

ら二人を避けるようになっていった。

　２学期になると、ＡはＢやＣと一緒にいるこ

とが少なくなった。休み時間も一人でいたり、

窓の方をぼうっとながめるようになっていっ

た。担任は以前とは違うＡが気になり、声をか

ける機会をそっと待っていた。そして一人でい

るＡに「どうしたの？」とさりげなく声をかけ

てみた。するとＡは「別に」と言うだけであっ

た。担任もそれ以上話はしなかっ たが、そっけ

ない態度と何か寂しそうな表情がとても気にな

っていた。そこで、担任は、Ａに放課後時間が

あったら話さないかと持ちかけた。するとＡは

しぶしぶうなずいた。最初Ａは部活動に対する

不満を話していたが、少しずつＢについて話し

始めた。最近のＢは、Ｃと一緒に活動すること

が多く、自分とあまり話さなくなったこと、Ｂ

も自分よりＣと話している方が楽しそうに見え

ることなど、Ｂが自分から離れていってしまっ

たことに対してのつらい気持ちを担任にぶつけ

た。担任はＡの話に静かに耳を傾け、これから

Ａがどのように友達とかかわっていったらよい

のかが見い出せるまで、しばらく見守ることに

した。

Ａの気持ちをどうとらえるか

　最初Ａは先輩と練習していても、ＢとＣをあ

まり意識していませんでした。それは、Ａにと

ってＢは幼い頃からの友達であり、いつも自分

の傍にいてくれる存在であるという安心感があ

ったからです。しかし、楽しそうにＣと練習し

ているＢを見て、自分がＢを思う程、Ｂは自分

を友達と思っていないのかもしれないという不

安が募ったのでしょう。最初その不安は、Ｂに

対しては裏切られたという怒りとなり、Ｃに対

しては嫉妬という感情になって表れていったの

です。そしていつの間にかぽつんと一人だけい

る自分に気付き、Ｂとの距離が広がってしまっ

たことを感じないわけにはいかなくなったので

す。それでも二人にかかわり続けたのは、今の

Ｂにとって、自分の存在がどの程度なのかを確

かめたいからだったのでしょう。しかし、そこ

でも話に入っていけない自分に気づき、孤独感

を味わってしまったのです。親しい友人が自分

から離れて行ってしまったことの寂しさや、一

人取り残されたことへの悲しみを意識しないよ

うに二人から距離を置くことで自分を保とうと

したのでしょう。
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寄り添い方のポイント

ア　いつもとは違う子どもの様子や行動に目を向     

　　け、話を聞く

　思春期において、子どもは親に取って代わる

存在として友達を求めていきます。そして、友

達という他者を通して、友達の中の自分像と自

分の中の友達像の違いに気付き、自分自身を捉

え直し、自分らしさを発見していくのです。で

すから、この時期の子ども達にとって、友達の

存在の大きさを十分にふまえてかかわっていく

ことが大切です。

　学校は、子どもにとって、いろいろな人間関

係を経験する場ですが、友達の中に入れないで

疎外感を味わったり、友達との関係を崩したく

ないあまり、友達に気を遣いすぎて疲れてしま

ったりする子どもは多いものです。しかし、友

達とのトラブルの傷を癒してくれるのも友達で

あったりします。子どもが一人でいて人とか

かわりを持たないようにしていたり、別な友達

と行動したりするのは、本人が望んでいる行動

ではなく、友達との関係において、どうにもな

らない思いに耐えている姿なのかもしれません。

このようないつもと違う子どもの様子に気付い

たら、その子どもを温かく見守り、そっと声を

かけていくことが大切です。

　しかし、この時期の子ども達は「自分のこと

を語りたがらない」という特徴があります。心

配で声をかけたとしても、「別に」「何とな

く」という言葉が返ってくることがあります。

それは自分の複雑な気持ちを表現する言葉が見

つからないなど、感情を表現できないからかも

しれません。あるいは、今は触れて欲しくない、

そっとしておいて欲しいというメッセージなの

かもしれません。

　ですから、担任は、いつもとは違う子どもの

様子や行動に気付いたら、何気ない会話を通し

て、言葉の裏にある気持ちを汲み取っていくこ

とが必要になってきます。

イ　本人の思いを受けとめる　

　子どもが話せるようになった時、それまでの経

緯や気持ちの変化などについてじっくりと聞いて

いくことが大切です。その中で、本人がとった行

動の意味を理解していきます。

　Ａのように友人関係の中で孤立感を味わうよう

になるまでには、仲の良い友達との間で起きたい

くつかの出来事の記憶や、その時に、心の中に湧

き起った様々な感情などが、整理されないまま溜

まっています。それらの出来事や「不安」「怒

り」「嫉妬」「焦り」「孤独感」などの様々な感

情について、一つ一つじっくりと聞いていくこと

が大切です。そして、このように丁寧に本人の思

いを聞いていくことは、子どもにとって、自分の

気持ちをわかろうとしてくれているという安心感

をもつことになります。本人の話をじっくり聞き

ながら、本人の心の動きを言葉にして返していく

ことによって、子どもは、気持ちの整理をつけて

いくことになります。そして、今まで自分が友達

をどう捉えていたのかを知ることができたり、自

分にとっての友達の意味を考えていったりするこ

とにもなるのです。そして、このことによって、

自分自身を振り返ったり、意識していなかった部

分に気づいたりするのです。

　このように、気持ちの整理ができ、自分の抱え

ている問題が何かに気づけるようにかかわること

が大切です。これが、子どもの思いを受けとめる

ということではないかと考えます。それは、同調

したり同情したりするのではなく、温かいまなざ

しで子どもの思いを分かろうとしながら、一方で、

子どもの置かれた状況を冷静に見ていくことでも

あります。そして、その中で子どもは、今の気持

ちを整理し、自分なりの歩みを前向きな方向で考

えていくことができるようになっていくのです。

　中学生というこの時期は、子どもの問題すべて

に介入するのではなく、子ども自身が解決の糸口

を見つけていけるようにかかわっていくことが大

切であると考えます。
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（2）転校に伴う友達との別れ

○小学校４年男子Ｄ

　転校してきたＤは、担任の心配をよそに当初

から元気に過ごしていた。Ｄは話題が豊富で勉

強もでき、周りには多くの子が集まりにぎやか

であった。担任は、伸び伸びと元気に生活して

いるＤの様子を見て、安心していた。

　しかし、２週間ほど経ったある日、Ｄと一緒

にサッカーをして遊んでいた子ども達が、怒り

ながら教室に戻ってきた。担任が話を聞いてみ

ると、「Ｄは自分一人でシュートをきめようと

している、気に入らない」と不満を言うのであ

る。話を聞いた担任は校庭にいるＤのところに

行き「どうしたの」と声をかけると、Ｄは「別

に。一人でサッカーやるからいい」とふてくさ

れた顔をして言った。気になった担任は、昼休

みに話をしようとさりげなくＤを誘った。

　昼休み、Ｄに状況をよく聞いてみると、シュ

ートを決めようと思ってＤがドリブルしてい

ると、「パスをしろ」とか、「自分ばかりやる

な」と文句を言われるというのだ。Ｄは、今ま

でと同じようにサッカーをやっているだけなの

に、どうして言われてしまうのか戸惑っていた。

担任は、Ｄの話を丁寧に聞いていった。話をし

ていくうちにＤは、今までのようなサッカーの

やり方では仲良く遊べないのかもしれない、と

思い始めていた。そこでＤは初めて、転校し以

前とは状況が変わってしまったことに気づき、

「前の学校がよかったな」と悲しげな表情を見

せた。担任はそんなＤの気持ちに寄り添い、聞

いていった。Ｄは本当はこの学校でも友達と仲

良く遊びたい、友達が欲しい、という願いを担

任に話した。その後、周りの子ども達からも話

を聞くと、本当はＤと仲良く遊びたいと思って

いることがわかった。

　そこで、担任はＤとどうしたらよいか一緒に

考えていこうと提案した。担任が、仲良く遊べ

るよい方法はないか、Ｄに問いかけると、「自

分一人でシュートするのではなく、友達にパス

をするといいかもしれない」と言った。そこで、

翌日、担任も一緒にサッカーをやることにした。

Ｄはパスを出し、友達がシュートを決める手助

けをすることができた。友達は、シュートが決

まったことを喜んだ。Ｄもまた、友達から「パ

スしてくれてありがとう」と言われ、嬉しそう

であった。その後、少しずつ、Ｄと周りの子ど

も達との関係が良くなり、休み時間に自然に話

の輪に入っているＤの姿を見ることができるよ

うになった。

Ｄの気持ちをどうとらえるか

　Ｄは、転校してきてすぐにクラスの友達とも

仲良くなり、この学校でも楽しくやっていけそ

うだと思っていました。だから、得意なサッカ

ーでいいところを見せようとはりきったのに、

友達に反感を持たれてしまったことで、これで

は友達と仲よくなれないことに初めて気づきま

す。最初は、自分だけどうして文句を言われる

のか分からず、友達に怒りを感じたり、仲間じ

ゃないのかもしれないと不安になったりしてい

ました。そして、前の学校に戻りたい、友達に

会いたいという思いも強くなっていきました。

　そんな時、担任が話を聞いてくれたり、そば

にいてくれたりしたことで、Ｄは自分をわかっ

てもらえたという安心感を得ることができまし

た。さらに担任がこれからのことを一緒に考え

ていこうと言ってくれたことは、Ｄの支えにな

りました。

　担任が友達との繫ぎ役をしてくれたことは、

Ｄの居場所を保証してくれているという安心感

を強めていったと考えられます。Ｄはサッカー

を通して友達とのかかわり方を考え、同時に自

分の得意なところを認めてもらえる場を、この

学校でも見つけることができました。Ｄは楽し

く学校生活を送れるようになり、それが新しい

友達を作るきっかけにもなっていきました。
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寄り添い方のポイント

ア　しっかり観察して、変化に気づく

　担任は子ども達から話を聞いたり様子を観察

したりして状況を把握し、表面的には見えなか

った子どもの心の中の変化にも気づくように努

めました。Ｄのように、今まで慣れ親しんでき

た友達や学校と別れる体験をした時には、子ど

もはかなり心の混乱をきたしていると考えられ

ます。担任は、話を聞きＤのつらい気持ちに付

き合い、寄り添っています。それにより、Ｄも

少しずつ落ち着きを見せていきます。

　転校してきた当初は、担任もその子どもを注

意して見ていますが、新しい環境に慣れてき

た様子が見えると、つい安心してしまうもので

す。しかし、安心せずに、折を見て声をかけた

り、話をする機会を多くしたりして、注意して

見続けることが、変化に気づくために重要なこ

とといえます。

　また、子どもとの関係ができてきて、子ども

が担任を安心できる存在だと思ってくれるよう

になれば、自分の気持ちも話してくれるように

なってきます。子どもの様子を見続け、また子

どもの話を聞いていく中で、子どもが悩んでい

ることは何か、また何を望んでいるのか、担任

は何ができるのか等、考えながらかかわり続け

ていくことも大切になってきます。その際、子

どもを見守りながら話をじっくりと聞き、受け

とめていくことを心がけます。子どもを取り

巻いている今の状況を理解し、気持ちに共感し

ながら聞いていくことを忘れないようにします。

いつでも、受け入れてくれる人がいるという思

いを子どもが感じることができるよう、かかわ

っていくことが大切です。そうすることで、子

どもは、新しい環境でも楽しいことがあるかも

しれないと希望が持てるようになっていくので

す。

イ　その子の気持ちと周りの子ども達の気持ちに

　　気づき、繋ぎ役をする

　遊び仲間がいることや、一緒に勉強する仲間

がいることは、子どもにとって一番心強いこと

です。しかし、新しい仲間が増えることにより、

仲間関係にも変化が生じます。その中で、サッ

カーの上手なＤへの羨望や、今までやっていた

自分たちの遊びができなくなったことへの不満

等、周りの子ども達の気持ちが見えてきます。

担任はＤの気持ちと周りの子ども達の気持ちの

両方に気づき、Ｄと周りの子ども達との折り合

いを考えていくことが必要になります。担任が

何らかの形でかかわりを持ち、繫ぎ役を果たす

ことも有効です。

　担任は周りの子ども達から話を聞き、本当は

Ｄを含めたみんなと仲良く遊びたいと思ってい

ることを知ります。同様にＤも、友達と仲良く

遊びたいと思っていることを知ります。そこで

担任は、みんなが好きなサッカーで楽しく遊べ

れば、Ｄと周りの子ども達が仲良くなれるので

はないかと考えています。しかし、担任がすぐ

に提案するのではなく、Ｄ自身が方法を考えら

れるように話をしていきました。そして、Ｄが

出したパスで、友達がシュートをきめることが

できたのです。その結果、シュートを決めた子

も喜び、Ｄ自身も認められるようになりました。

楽しく遊べるようになっていくと、Ｄを誤解し

ていた子ども達もＤのことを理解し、仲間とな

っていくことができたのです。担任が繋ぎ役を

することによって、周りの子ども達とうまくつ

きあえるようになったり、学級の中に自分の居

場所を見つけられるようになったりしていくの

です。

　このように、Ｄが環境の変化に伴う不安な気

持ちを持ちながらも、新しい一歩を元気に踏み

出すことができるように、担任はＤの気持ちや

周りの子ども達の気持ちを理解し、繋ぎ役をし

ていくことが大切です。
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（3）ありたい自分になれない自分

○高等学校１年男子Ｆ

　Ｆは中学校まで成績優秀であり、第一希望の

高校にそれほど苦労することもなく入学した。

入学直後の課題テストは中学校までの学習内容

がほとんどであったが、学年で成績上位者に入

るほどであった。４月の個人面談では、将来一

級建築士になるために難関大学のＴ大学工学部

を目標としている、と明確に答えるほど進路意

識も高かった。

　１学期の中間テストが終わり成績表を見たＦ

は、これまでにとったことのない順位に愕然

とした。しかし、それと同時に「今回はちょっ

と調子が悪かっただけだ」という気もしていた。

それからは家で机に向かう時間を延ばした。次

の試験では、成績が必ず伸びるはずだと信じて

がむしゃらに勉強した。しかし、結果は前回よ

りもさらに下がっていた。Ｆは先生の教え方の

せいだと家で言った。父親からは「しっかりや

らないとＴ大学どころかもっと低いランクのと

ころにも受からないぞ」と叱責されることもあ

り、そのたびにＦは暴言を吐いたり、自分の部

屋の壁を拳で叩いたりするようになった。

　クラスでも些細なことで友人とトラブルにな

ることもあり、担任はＦの様子が何となく気に

なり「最近イライラしているみたいだけど」と

声をかけた。Ｆは「そんなことない」とふてく

されたように答えるだけであった。担任は気に

はしていたが、この時点で聞き出すのもどうか

と思いそっとしておいた。Ｆは次第に授業中机

に伏せて取り組まない、学校を休みがちになる、

などの変化が見られるようになっていった。そ

こで担任は放課後に時間をとってＦと話してみ

ることにした。

　担任はいきなり核心に触れることを避け「最

近どう？」と切り出した。Ｆは初め黙っていた

が、担任が心配しているという気持ちを伝える

と、「成績優秀」という自分にとっての支えを

失ってしまった不安と悔しさを話し始めた。担

任はＡのつらい気持ちを確認したり整理したり

しながらじっくりと話を聞いた。そしてその後

も何度かＦと話す機会をつくるようにした。

　しばらくすると、Ｆが徐々に落ち着きを取り

戻してきたので、事実の受けとめ方を少し柔ら

かく捉えてみることを提案してみた。また、進

路室に一緒に行き、情報を収集する方法を具体

的に伝え、今後活用していけるように手助けを

した。さらに校内には他にも頼れる人がいるこ

とを知らせる意味で、教科担任や進路担当の先

生へのつなぎをつくり、相談に行きやすいよう

な環境を整えていった。

　次第にＦは新しい目標に向かって、まずはで

きることから取り組んでみようという意欲が感

じられるようになっていった。

Ｆの気持ちをどうとらえるか

　Ｆは中間テスト以降の成績をまるで自分その

ものを評価されたかのように捉え、精神的にか

なり落ち込んだと考えられます。そして「こん

なはずはないのにどうしてできないんだ」と困

惑し、自分に対する苛立ちが募るとともに、誰

かのせいにしなければいられないような心境に

なってしまっています。さらに追い打ちをかけ

るように父親からも責められ、やり場のない気

持ちを暴力に変えてぶつけています。ですから、

担任から声をかけられても素直になれずに、つ

いふてくされた態度をとってしまっているよう

です。そして次第に「自分なんかだめだ」と自

己否定感情が強まり、更に、「どうせやっても

仕方ない」というあきらめになり、それは、学

習のみならず生活にも影響を及ぼしていきま

す。一方で、このままではいけないという気持

ちも強まっていきます。

　担任が心配し時間をとって本人の話を聞いて

くれたことは、次のことを考えていこうとする

Ｆをそっと後押しすることになりました。否定

せずにつらさを十分に聞いてもらえたことで、

Ｆは気持ちを楽にすることができ、無理なく始

められそうなことを知るよいきっかけも得るこ

とができました。
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寄り添い方のポイント

ア　自ら立ち直っていく力を信じる

　人は自信をもっていたことに挫折し、絶望

したような時には格好悪い自分を情けなく思

い、誰にも知られたくないという気持ちになる

ことがあります。そんな生徒に対し、教師はつ

い何とかしたいという一心で無理矢理話を聞き

出したり、勝手な憶測で同情したりしがちです

が、まずは焦らずにそっと見守ることが必要で

す。その際には、働きかける機会を逃さないよ

うに生徒の心情の微妙な変化に注意を向けてお

くことが大切です。

　生徒が少し話せる時期になったら、批判した

り評価したりせずにじっくりと聞き、受けとめ

ていきます。そして生徒自身の気持ちを捉えて

「ショックだったよね」「自分にいらついたり

もした？」「何もやる気が起きないんだね」な

どと言葉を返しながら、揺れ動く心情を自分で

整理していけるように手助けをします。この過

程をおろそかにしてすぐに解決のために安易な

励ましをしたり、受けとめ方を変えさせようと

半ば説諭的に接したりすることは、つらさにう

まく対処していく力を奪ってしまうことになり

かねません。

　生徒には自ら立ち直っていく力があります。

その力を信じて一人の「ひと」として認め、尊

重し、大事にかかわることが大切です。

イ　考え方を柔らかくする提案をしてみる

　人は嫌な感情を抱いたときに、ある出来事が

直接的に自分に不快な感情を起こさせていると

考えがちですが、実は、そこにはその人自身の

物事に対する捉え方が大きく影響してることが

あります。例えば「～でなければならない」と

いう思い込みで考えを不自由にしている場合に

は、「～にこしたことはないけれど～でなくて

も致命的ではない」という柔らかな考え方に置

き換えることで、問題解決の糸口を見い出せる

ことも多くあります。

　教師は生徒の気持ちに十分寄り添って話を聞

き、生徒が現実を受け入れる準備ができたら、

タイミングを見て発想の転換を提案してみます。

Ｆの場合には「成績が優秀である」というこれ

までの自己像が崩れつつある中で、ますます

「～でなければならない」という考えが強まっ

ていると考えられます。「上位でなくても地道

にやっていけばいいのかもしれない」「一級建

築士の勉強ができる大学は他にもあるかもしれ

ない」などと価値観を少し広げる考え方へと捉

え直してみてはどうか、と丁寧に話をしていき

ました。

　もちろん、それですべてが解決するわけでは

ありません。例えば、本人のつらさの要因が複

雑であったり、保護者の養育姿勢が本人の価値

観に大きな影響を与えている場合などには、容

易に受け入れられないこともあります。しかし、

こういった考え方を知るということは、つらさ

に向き合っていく上での一つの知恵となる場合

もあります。

ウ　新たな自分へ向かうための応援をする

　つらい気持ちを十分に受けとめ続けることで、

生徒自ら解決の糸口を見い出していけるという

場合もあります。また、他の比較的できている

部分を伸ばしていくような働きかけで、自信を

取り戻せる場合もあります。しかし、Ｆの場合

には、今気になっていない別のことに無理に視

点を移させて、「これはできるのだから」と気

休めのように慰めたりするだけでは、新たな自

分に向っていく気持ちにつなげにくいのではな

いかと担任は感じました。

　そこでまず、進路情報を提供したり、具体的

に学習の方法や進路研究の方法を指導したりし

ました。すぐに取り組めそうなことを一緒に整

理し、その後も時々声をかけ励ましていくよう

にしました。さらに、他の先生へとつながるこ

とは、さまざまな価値観にふれ、視野を広げる

よい機会となっています。Ｆにとって学習面で

自信を持つことは、現在の自分を認め、新たな

希望を抱く大きな原動力になったと考えられま

す。

　このように、状況によっては、カウンセリン

グ的な要素とガイダンス的な要素との両面でか

かわっていくことも大切です。
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コラム３　仲間関係の発達段階

　子どもたちは、自然に獲得される仲間関係の中で親密さを育て、仲間からの承認や信頼を得なが

ら自己の確立に向かうといわれています。子ども達の仲間関係には次のような発達段階があると考

えられています。このような発達段階を意識して子どもとかかわることが大切です。                                                        

①小学生のギャング・グループ

　このグループは、親からの自立のための仲間関係を必要とし始める小学校高学年頃の仲間集団

で、ギャング・エイジとよばれます。この集団では同一行動による一体感が重んじられ、同じ遊

びをするものが仲間であると考えられます。この同一行動がもたらす一体感や親密さは、相手

を丸ごとそのまま受け入れる状態であるため、遊びを共有できないものは仲間から外されてしま

います。この段階になると仲間集団からの承認が親の承認よりも重要になってくるので、親や教

師がやってはいけないというものを仲間と一緒にやることになります。これが「ギャング（悪

漢）・エイジ」といわれるゆえんです。この集団は基本的には同性の同輩集団であり、どちらか

といえば男子に特徴的にみられます。 

②中学生のチャム・グループ

　このグループは、中学生によくみられる仲良しグループをさします。「チャム」とはそのグ

ループから生まれた特別に親密な友人（親友）をいいます。この段階では、同じ興味・関心や部

活動などを通じてその関係が結ばれますが、ここでは互いの共通点や類似点を言葉で確かめ合う

のが基本になっています。中学生の会話を聞いていると、その内容よりも「私たちは同じだね」

という確認に意味のあることが分かります。そして、その集団だけでしか通じない言葉を作り出

し、その言葉が通じるものだけが仲間であるというように境界が引かれます。それゆえ、チャ

ム・グループの特徴は同一言語にあるといえます。この言語による一体感の確認から、仲間に対

する親密さや忠誠心が生まれてきます。この集団も同性の同輩集団であり、どちらかといえば女

子に特徴的にみられます。 

③高校生のピア・グループ 

　高校生ぐらいになると、ギャング・グループやチャム・グループの関係に加えて、互いの価値

観や理想・生き方などを語り合う関係が生じてきます。「ピア」という言葉は、本来「同等」と

いう意味合いを含んだ「仲間」を意味しています。この段階では、共通点や類似性だけでなく、

互いの異質性をぶっつけ合うことによって、他者との違いを明らかにしつつ、自分の中のものを

確認したり築き上げたりしていくプロセスがみられます。そして、異質性を認め合い、違いを乗

り越えたところで、自立した個人として互いに尊重し合い、共にいることができる状態が生まれ

てきます。この集団は異質性を認めることが特徴であり、男女混合であることも、異年齢集団で

あることもあります。 

＜仲間関係の課題＞

　今日の子ども達の仲間関係をみると、チャム・グループが小学校高学年から高校生全般にかけて

長期化している傾向がみられます。チャム・グループでは、会話を通して仲間同士の一体感の確認

が行われますが、そこで得られる仲間からの親密さは、この時期の子ども達の自立に伴う不安を打

ち消す役割を果たしていると考えられます。それゆえ、自立不安が大きければ大きいほど、仲間集

団からの親密さを求める程度も大きくなり、仲間はずれにならないようにいつも気を遣うことにな

ります。最近の子ども達を見ていて気になることは、仲間関係がもたらす親密さを必死に得ようと

するあまりに仲間集団に同調し過ぎてしまい、そこから受ける圧力に押しつぶされて、深刻な心理

的葛藤を抱えてしまう子どもが相当数存在するということです。また、ゲームとしての仲間外しが

特定の子どもに対して長期間にわたって固定化し、陰湿ないじめにつながっていくということも起

こっています。さらに、どの子どもにも共通する特徴として、仲間との違いをはっきりと表現する

のを避け、心理的に一定の距離を置いた表面的な行動レベルでのかかわりを維持しようとする傾向

も見られます。つまり、今日の子ども達の仲間関係の課題は、上辺だけのチャム・グループからな

かなか自立することができず、互いに異質性を認め合う仲間関係を形成することができないという

点にあると考えられます。 
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（4）保護者を支える

　子どもだけでなく保護者自身も様々な葛藤を抱

えながら子育てをしています。ここでは、保護者

を支える事例を見ていきたいと思います。

○小学校５年女子Ｇ

　５年のＧは、元気で活発である。クラス替え

で４年まで仲良かった友達と別れてしまったが、

また、新しい友達をつくろうと思っていた。　

　５月の連休が終わると、学級の中の友人関係

も何となく決まってきた。Ｇは、活発なＨと仲

良くなった。他の２人と共に、４人で行動する

ことが多くなった。順調にスタートを切れたか

に思われたが、ＨがＧだけを誘わずに休み時間

にどこかへ行ってしまったり、Ｇの悪口を言っ

たりすることも起こってきた。そうかと思うと、

ＨがＧに他の友達の悪口を言ってくることもあ

った。Ｇは、だんだんそんなＨを信用できなく

なったが、仲がよい時は楽しいので、離れる気

にもなれずにいた。しかし、Ｈの機嫌をうかが

いながら振り回されていることに嫌気がさすこ

とが多くなり、休み時間が苦痛になっていった。

家に帰ってもすっきりせず、つい妹に当たった

り、友達の愚痴を母親に言ったりすることもあ

った。

　そのうちに、Ｇは、朝になると「気持ちが悪

い」「休みたい」と訴えるようになった。母親

は、友達のことが原因かと予想はついたが、そ

のくらいのことで休み癖がついたら大変だと考

え、無理に登校させていた。Ｇは「私の気持ち

なんて誰もわかってくれない」と泣きながら登

校していた。６月末から、腹痛と下痢を訴える

ようになり、母親に送られてやっとの思いで登

校しても、保健室で休むことが増えた。この状

況では無理をさせることもできず、次第に欠席

が多くなっていった。心配した母親は担任に相

談した。担任は、ＧとＨのトラブルのことは知

ってはいたが、仲良しでもあるので、あまり気

にかけてはいなかった。しかし、子ども達に様

子を聞き、今後は気をつけて見ていくことを約

束した。そうしているうちに夏休みになり、Ｇ

も母親もほっとした。

　夏休みが終わりに近づくとＧは、考え込んで

いたり、ぼうっとしていたりすることが多くな

った。始業式の日、Ｇは登校を渋ったが、「夏

休みでＨの気分も変わっているかもしれない」

という母親の言葉に励まされ、登校した。しか

し、その日以来Ｇは登校しなくなってしまった。

　母親はしばらく家でゆっくりすることも必要

だろうと、無理に登校させることをやめること

にした。担任は、再び子ども達によく話を聞い

た。すると、悪口だけでなく、Ｈの影響力の強

さを恐れた他の友達が、Ｇと口をきかないこと

もあったという事実がわかったのである。それ

を聞いた母親は、Ｇの気持ちを大したことはな

い、これくらい頑張らなければと言って、十分

に受けとめてやれなかった自分自身を責めた。

　そこで、担任は、学級内の子ども達への指導

を多方面にわたり行い、定期的に家庭訪問を

しながらＧとかかわり続けた。家庭訪問の度に

母親と話をしたが、母親が、精神的に参ってい

ることを心配し、担任だけでなく養護教諭とも

話ができることを伝えた。母親は養護教諭と話

をする中で、自分自身や友達や先生を責める気

持ちを整理したり、休んでいるＧにどう接して

いったらよいかを考えていったりした。その後、

母親が落ち着いてくるとともに、Ｇも少しずつ

元気になっていった。

母親の気持ちをどうとらえるか

　Ｇが学校を休みたいと訴え始めた頃、母親は

友達とうまくいかないことがきっかけであると

感じていましたが、「甘やかしてはいけない」「学

校には行かせなくては」という思いが強くあり

ました。無理をしてでも行かせて、無事に帰っ

てくるとほっとする、翌朝また「行く」「行か

ない」でもめるという繰り返しでした。登校を

渋るきっかけとなったＨとのことは、５年生く

らいの女の子にはよくあることなので、このく

らいのことでわがままを言わず、何とか頑張ら

せたいと思っていました。ですから、本人の言

葉も愚痴としか考えていませんでした。しかし、
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Ｇは、気が合うと思ったＨに振り回され、嫌だ

と思いながらも笑顔で合わせ、疲れていきまし

た。

　Ｇが体調不良を訴え、登校できなくなってか

らは、自分がもっと早くＧの気持ちを受けとめ、

学校にも相談していたならこんなにならなかっ

たのではないだろうか、無理に登校させたこと

がＧを追い詰めたのではないだろうか、いつま

で休めば学校に行けるようになるのだろうかと

次から次へ考えることが出てきて、気持ちが休

まることはありませんでした。

　しかし、学校でのＧの友達関係の事実を知っ

てからは、担任やＨに対して納得のいかない思

いを抱いたり、その後いろいろと指導したりＧ

に会いに来てくれる担任には、お世話になって

いるという思いを持ったりしていました。

　養護教諭との相談は、担任には話しにくいこ

とも安心して話すことができ、自分の気持ちを

整理していくことができるようになってきまし

た。そして、Ｇの今の状態を受けとめ、無理を

しないで、Ｇの気持ちを分かろうと考えてかか

わっていこうと思えるようになりました。

寄り添い方のポイント

ア　保護者が安定できるように話を聞く

　母親は、Ｇが登校渋りを始めると、元気で活

発なＧの変化を冷静に受けとめることが難しく

なりました。こんなことで弱音を吐く子なのか、

わがままに過ぎないのではないか、このままで

は将来が心配だなど、悩みは尽きない状態でし

た。そのため、落ち込んだり、イライラしたり、

時には、その思いをＧにぶつけてしまうことも

ありました。母親の葛藤や動揺は無理もないこ

とであり、母親がＧのありのままの姿を心から

受け入れていくには時間のかかることです。そ

の母親を支え、Ｇに安定したかかわりをしても

らうことが、Ｇを支えていくことに繋がること

は言うまでもありません。

　母親が自分の気持ちを整理していくプロセス

にも、寄り添ってくれる人の存在は大きいと

いえます。しかし、担任が一人で支えるのは大

変なことでもありますし、子どもを直接指導し

ている担任には話しにくいこともあるでしょう。

その時には、担任以外の人と相談することで、

落ち着いてくることがあります。また、校内だ

けでなく、場合によっては相談機関との連携を

考えた方がよい場合もあるでしょう。

イ　指導・支援の経過を伝える

　担任は、学級の状況を捉え直したり、子ども

達を指導したりした結果を母親に伝えました。

そして、養護教諭とも連携して、母親を支える

ことを続けました。これは、母親にとっては、

大変心強いことであり、Ｇにかかわる気力を与

えてくれることにも繋がります。共にやってい

くためには、まず、Ｇの状況を整理し、それに

あった対応を考え、今必要と思われる指導や支

援の具体的な内容を伝えていくことや一緒に考

えていくことが大切になります。

　また、子どもの現状を受けとめ、その気持ち

に添ってかかわろうとすることにより、子ども

は次第に落ち着きを取り戻し、自分の気持ちを

語るようになってくることがあります。そして、

本人の気持ちが分かれば、おのずと対応も考え

られるようになるので、子どもの思いに添った

対応に繋がっていきます。本人も何とかしなけ

ればならないのは分かっているので、理解者を

得たことで動けるようになってくるのです。あ

るべき姿を性急に要求するのではなく、まず本

人の大変さを理解し、じっくり付き合っていく

ことのほうが本人の回復に繋がるのではないで

しょうか。また、このことを担任と保護者が共

に理解し、子どもを支えていくことが大切です。
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コラム４　思春期の子どもの心を
　　　　　理解する

　思春期とは、子どもから大人になるための

橋渡しの時期であるといわれています。それ

は、小学校高学年くらいから高校卒業くらい

までの時期とされています。この時期は、子

どもの身体から大人の身体へと急激に変化す

る（第二次性徴）とともに、第二反抗期や自

我の芽生えともいわれるように、子どもが自

分の意志や主体性を持ち始め、心理的、社会

的にも不安定になる時期でもあります。そし

て、この時を経て、いわゆる自我を確立して

いくのです。それは人間関係において、縦関

係（育てる－育てられる関係）を横関係（対

等な人間同士の関係）に結びかえる時期、つ

まり親子という枠を崩し、対等な人間同士

の関係にしていく時期でもあります。その時

「親に代わる依存対象」を見つけようとしま

す。多くの場合、その対象を「友達」に求め

ることになります。そのため、子ども達は自

分から積極的に同年齢の仲間との関係を築き、

そして仲間を大切にしようとするのです。

　またこの時期、自己意識と他者意識が同時

に高まっていきます。「自分は人からどう見

られているか」と他者からの評価を気にする

と同時に、「他者の目」を通して自分を見つ

めていくのです。そして、自分がどのような

存在であるのかを知る手がかりとしていくの

です。しかし、「他者の目」というのは、自

分の感じ方によって異なるため、自己像は常

に不安定で揺れているといえます。そのため

に、自信がある時には、みんなが自分に注目

し、高く評価されていると思い込んでしまっ

たり、いじめを受けたり、不登校になったり

している時は、先生や友達からよく思われて

いないのではないかと疑心暗鬼になってし

まったりするのです。

　このように、時には自分を過大評価し自己

陶酔することもあれば、逆に傷つくこともあ

ります。その中で、子ども達は仲間と互いに

支え合いながら困難を乗り越え、自分とは何

者であるかを見つけていくのです。ですから、

子どもの微妙な感情の揺れにうまく付き合い

ながら、肯定的で未来志向的なかかわりをし

ていくことが大切になってくるのです。

３　まとめ

　事例を通して、子どものつらさや悲しみにどう

寄り添うか考えてきました。

　それぞれ子どもが感じたつらさや悲しみの度合

いは、内容や子どもの発達段階によって違いま

す。しかし、次の点に配慮しながら寄り添ってい

くことが大切ではないかと考えています。

（1）子どもの今の気持ちを受けとめる

　事例を通して見えてきたことは、まず、「今

の子どもの気持ちをしっかりと受けとめる」と

いうことです。これは、簡単なようで結構難し

いものです。特に、意欲的で前向きな気持ちで

はなく、つらい、悲しい、もう頑張れないなど

という、どちらかといえば後ろ向きな気持ちを

伝えられると、どうしても前向きにさせなくて

はと思ってしまいがちです。ですから、その気

持ちを分かったことや受けとめたことを子ども

に伝えずに、励ましたり、すぐに解決方法を提

案して押しつけてしまうのではないでしょう

か。そうすると、子どもは、わかってもらえた

実感を味わえず、そう思ってしまう自分を否定

的にとらえ、自 信を失い、自分の殻にこもっ

てしまうことも多いのです。これは、励ましや

解決方法の提案が悪いということではありませ

ん。人の心の状態には、段階があるので、その

段階に合わせたかかわりができた方が、子ども

の心に添うことにもなるのではないだろうか、

ということです。

　このような心の状態を理解する手がかりの一

つが、コラム２「悲哀のプロセス」です。こ

れによると、私たち子どもの身近にいる大人が

すぐ期待する「離脱・再建」は最後にくるので

す。「抗議・否認」の段階に解決策を提案して

も、子どもはうまく受け取れないでしょう。そ

れを「わがまま、弱虫、甘え」として捉えてし

まうことに、子どもと大人とのすれ違いがある

のではないかと思われます。このプロセスをた

どる時間は、子どもが感じたつらさや悲しみの

度合いによっても違うので、見通しがもちにく

いため、焦りを感じてしまいます。しかし、こ
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のような過程をたどりながら回復していくこと

が分かれば、子どもの気持ちにじっくりと向き

合い、どうしたら早く立ち直れるか、動くこと

ができるようになるかを模索することが可能に

なるのではないでしょうか。

（2）つらさや悲しみと付き合えるよう支える

　今の子ども達は嫌なことつらいことに出会う

とすぐに参ってしまうといわれています。

　では、どうしてそれらの気持ちを抱えられな

くなってきたのでしょう。要因としてはいろ

いろ考えられます。まず、子どもは、自分の気

持ちをわかってもらえない思いをもってしまう

と、誰からも守られていない思いや孤独感を味

わうことになります。これでは、自分を肯定的

に考えることも自信を持つこともできません。

自分自身に自信が持てず、否定的に考えている

子どもは、前向きに頑張ることも難しくなって

しまうのではないでしょうか。

  また、自分が感じるつらさや悲しみにふたを

して、求められるように、期待されるように行

動していると、本来の自分自身とのずれを感じ

るようになります。それでもその姿を保ってい

こうとするうちに、どれが本当の自分なのかわ

からなくなり、偽りの自分のように感じて、ま

すます自分に対して嫌悪感を抱いていってしま

う子どももいます。そしてついには、感じない

ようにすることで自分の心の安定を保っている

場合もあるようです。

　ですから、まずは子ども自身が感じた気持ち

を大切に扱い、受けとめてくれる人の存在が

大きな意味を持つのだと思います。自分の気持

ちを受けとめてもらうことにより、自分はこう

感じ、考えているんだということがわかるので

す。このことが、つらさや悲しみに向き合える

ようになる第一歩なのかもしれません。

　次に、自分が感じたことを他人に伝えられる

ということが、つらさや悲しみと上手につきあ

っていくために必要なことだと思います。うま

く伝えられず、一方的になってしまったり、ま

た、せっかく伝えたのにうまく受けとめてもら

えなかった経験が積み重なると、理解者を得る

ことへのあきらめや、いいようもない孤独感に

押しつぶされそうになるのでしょう。しかし、

子どもは、自分の思いを言葉で伝えることが上

手ではない場合があります。ですから、その場

合は、子どもの表情や声の調子、身ぶりなど、

言葉以外のメッセージをしっかりと汲み取って

いくことも大切になってきます。

　そして、それからやっと、自分なりの解決方

法を見つけることができるようになるのです。

　このような心の整理の作業をしていくために

は、子ども一人では立ち向かうことが難しい

のです。その時に、そっと傍らにいて、決して

裏切らず見守ってくれる人の存在があってこそ

できることなのです。このことが、まさに「つ

らさや悲しみに寄り添う」ことであると考えま

す。

　一人の人間のつらさや悲しみに寄り添うなど

と、そう簡単にできることではありません。し

かし、本来決して消えることのないつらさや悲

しみを抱えながら、それと上手に向き合い、な

んとか一生懸命に頑張ろうとている子どもたち

やその保護者の方々と出会う度に、お手伝いで

きることは何だろうかと考えることが多くなっ

ています。だからこそ、子どもの一番身近にい

て寄り添うことができる大人の一人として、私

たち教師ができることを模索していきたいと思

うのです。
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